
カジノ合法化反対！
全国カジノ賭博場設置反対連絡協議会
設立へ
◇　2月21日、カジノ合法化のＩＲ法の成立やその後の設置の動きに対し、全国クレサラ・生活再建問題対策協議会（クレサラ対協、木村達也代表幹事）の呼びかけにより婦人団体、消費者団体、労働団体の結集が本格化しました。
4月12日（土）午後6時から東京の司法書士会館（新宿区）で設立総会が開かれます。
◇　ギャンブルによる依存症被害者は既にパチスロ、公営ギャンブルで多数生み出されています。
しかし、被害者の「製造元」である政府や自治体が全く反省もせず、被害者の治療や救済をしていないのです。世界のギャンブルのある国の中で、日本は対策の後進度ぶりも酷すぎます。
パチスロで200万人以上、その他競馬、競輪、競艇等による依存症、さらに宝くじやサッカーくじまでの「病癖者」を加えると、日本人は400万人以上の病癖・中毒者がいると言ってよいでしょう。そしてその家族や周辺の人々、その病害を起因とする犯罪から社会的被害者、依存症の治療コストを考えると全国民的に莫大な被害を与えているのです。
◇　日本には世界に例のないミニカジノ（パチスロ）が全国に1万2千店もあるのに、さらに本格カジノをＩＲの中核にするというのです。
射倖心は宝くじやtotoで公共利益とすり替えてマインドコントロールまでされ、正当化され育てられます。ゲームへの遊技心はパチスロ等でギャンブルへと「教育」され、完全な病癖にされます。この賭博心は公営競技で大きくグレードアップされ、さらにその止めがたい思いのギャンブラーをカジノが引き受けるという図式でしょう。
　　カジノは金持ちの賭博場で、貧乏人や庶民に関係ないという人もいます。カジノは賭けの「横綱」で賭けの頂点であっても、「序の口」からのギャンブルのピラミッド社会が育成され正当化されるのです。金持ちだけでなく、庶民といえど不法に入手した金を投じてでも夢に賭ける快楽＝病気の行き着くところがカジノなのです。
◇　ギャンブルオンブズマンとしては市民の貯えた富を夢や射倖心を煽って収奪する産業に反対し、カジノ反対運動に積極的に賛同していきたいと考えます。
投稿・インサイダーからの手紙　　
　わが国の公営ギャンブルは現在、競馬、競輪、競艇（ボートレース）、オートレース、他にもパチンコや宝くじ？　も入るのかも。
　私はボートレース関係に長年かかわってきた者です。競馬は中央競馬（ＪＲＡ）、地方競馬（ＮＡＲ）があり、中央は関西では京都、阪神競馬など、地方は園田、姫路競馬などがある。いずれも１９９０年前後のバブル期はピークを迎えていたが、競輪は２０００年以降、売り上げの低迷などで甲子園、西宮を始め、最近では大津びわこが廃止された。
　私の関係するボートレースは全国で２４場あり、関西では住之江、尼崎、びわこの３場。スポーツ新聞各社も広告収入の減少もあり、金の取れるところから取ろうという方針。そこでスポンサーとなるのが競艇。紙面のスペースも拡大の一途。それに伴い広告も掲載される。
　さらにギャンブル精神をあおるかのように場外舟券売り場（ボートピアなど）が全国に網羅している。最近では２月２３日に奈良・御所市に「大和ごせ」がオープンした。
　奈良県での場外舟券売り場は御所市が初。以前、大和郡山市に計画されたが、定かではないが議会や住民の反対もあり、実現しなかった。御所市の噂は最近になるまで知らなかった。よく議会で通ったものだと思う。これで赤字財政が解消されるものではない。
　競艇のピーク時は１日の入場者が住之江や尼崎で２万人近い盛況ぶり。売り上げも１日１０億円近くあった。売り上げも低迷した現在、舟券の種類も増やし、３連単（１，２，３着を順番に当てる）なるものが出てきた。小銭で高額配当が取れるという魅力も手伝って徐々にファンも増えてきた。
　先ほども述べたが場外舟券売り場、電話投票、ネット投票など、いつでもどこでも購入できるのを“売り”にしている。さらに年金や生活保護支給日には客が多い。年配者が目立つが、若者も増えつつあるような気がする。ピーク時はノミ屋（暴力団などによるヤミの投票券の購入）が横行。主催者も見て見ぬふりにはあきれかえった。警察の手入れの時はノミ屋に知らせるなどの行為もあった。主催者らは袖の下などもらっていたと疑いたくもなる。
　ギャンブルは勝つときもあるが、長い目で見れば必ずマイナスになることを忠告しておきたい。
　各レース場、年間約１８０日開催される。これは１年の２分の１、つまり２日で１日開催ということだ。主催者はお役所。住之江は箕面市か都市競艇組合、尼崎は尼崎市か伊丹市、びわこは滋賀県。公営ギャンブルは売り上げの２５％が施行者に入る仕組み。
　競艇選手はどうか。全国に約１６００人（うち女子は約１５０人）。年２回の募集で１年間の訓練を受け選手に登録される。選手になりたい理由は高収入が魅力という人が多い。二世や兄弟レーサーもいる。就職もままならない現在、１年間の我慢（厳しい訓練）が年収１０００万円（１億円レーサーも多い）以上なら、サラリーマンになるよりという思いだろう。
　６人で競走して１日１～２回レースをする。競走場によって賞金は違うが、一般戦なら１レースにつき１着約１０万円、６着大敗でも完走すれば１万円以上の収入になる。彼らはこれが仕事。危険を伴うプロであることを考えれば当然かもしれない。
　２４場中、シーズンを通して４場がオールナイター開催（１５時頃から２０時４０分頃まで）、住之江は現在１１月から翌年３月までが昼間開催で、それ以外はナイター開催。場外舟券売り場などで売り上げは昼間開催より上昇。
　施行者は集客に必死。スポーツ新聞紙面を１ページ買い切り、紙面を普段より拡大、さらにはテレビの中継も時間枠を買い切って多額の広告費を支払う。
　また、先着入場者には粗品を配布したり、有名人や著名人、例えば漫画家でタレントの蛭子能収氏がレース場のイベントに参加、ラウンドガールの写真撮影会、女子プロレス興行、選手のサイン会、記者の舟券ヒントや解説など、あらゆる企画で売り上げアップをもくろんでいる。
　駅から遠い競艇場では無料のシャトルバスや無料タクシーが用意されているところもある。ほかにも一般の客が入れない特別席やピット（整備場や選手の控室）をファンクラブの会員が見学したり、立食パーティの参加などもある。ＶＩＰルームや議員席には地元の市会議員や県会議員も訪れ、常時、舟券を購入しているのを見かける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（匿名希望）
投稿　　　ギャンブルオンブズの皆さんへ　　　鍛冶野　進
１．貴紙17号に鳥羽櫛さんが投稿されていましたが、私も同様の考えです。
　　賭博をどう考えるかは人のものの見方、固く言うと人生観・哲学に関わるでしょう。皆さんはものごとを理性や正義、公平といった理念で考えられているようです。偶然やサイコロの目でものごとを決めるということに不条理を思われるようです。
　　しかし、私は実は自分の生から地球、宇宙まで偶然によって生じたと思っています。宇宙論は別にしても生命の種、また同じヒトとして生まれても人種、国籍はもちろん何時、何処で誰の子として生まれたのか、同じ親でもどんな遺伝子を持って生まれるか、その後の生育条件など自分によっては偶然と思えるものです。すなわち自己の存在自体が偶然と思えます。ですから人は生まれ育ちから時には非常、残酷な人生さえ余儀なくされます。選択する自由もあるといえば一部あるし、無いといえばほとんど無いのです。このような人生だからこそ人は神や仏参りもしお金も出して願い事やおみくじもするのです。
受験や就職にも賭けがあります。スポーツやゲームは賭け事で、勝とうと努力し、勝った者に「賞金」を与えます。だとすれば、賭けそのものに非はないというのが今の世の考え方です。この人の世の勝負、成功、不成功に対して金を与え、現行法は金持ちの子は金に恵まれ、遺産も多く貰います。生まれによって多くの金を得られる「偶然の賭け」を問題にせず、賭け事を非難するのは理解できません。
２．自由資本主義経済は今、地球全体を支配しています。この自由競争というのも実は賭けの世界であり、むしろ金のある方がより有利になる偏頗な競争です。
日本を含めて円やドルの交換レートの先物取引が公認され、一般市民にも開かれています。これは先物取引での「賭博ゲーム」です。現に公営競技より手数料も低いので、インターネットでオンライン取引、ＦＸ（外国為替取引）をする人が多くなっています。
先進国だけでなく、共産主義という中国でさえ今や外国債を買い、国民の賭博を香港やマカオで許しているのです。
３．ギャンブルオンブズの方が反対されるカジノは、欧米にはほとんどあり、近年は東南アジアで規模を拡大しています。ＩＲ（複合リゾート）などというもカジノという核がなければ人集めのできない娯楽観光宿泊施設です。
カジノは、賭博を正面から認めてその「開帳」を民間企業にさせることですから、業者は刮目しています。売る品物はないが賭けの場を提供して莫大な利益を得られるので、これに群がるのも金儲けが仕事の企業としては当然でしょう。
　　皆さんは欧米の認める自由資本主義を否定されるのでしょうか。
４．自由資本主義経済の下でも一定のルールが定められており、ほとんどの国では賭博も刑法で禁じられています。しかし、一定の地域、一定の目的、一定の条件などに限定して例外的に許すことはできます。公営競技や宝くじと同様に法で定めればいいのでしょう。
　　現状のパチスロを含むギャンブルが依存症や犯罪の直接間接の原因となっています。ですから、どんな人でもして良いとは思いません。業者、時、場所、方法、客対応を限定すればいいのではありませんか。ギャンブル（賭け事）は教育や環境に悪いと言われますが、今でもパチスロ店や子供の環境上配慮すべきものは一定されています。子供や病人だからといって「無菌状態」にはできません。賭け事は子供の時からあり、成長にあった「限定」をすればいいのです。これは呑む･打つ･買うの三大享楽である規制と同じでしょう。むしろ、今の公認賭博の方がルーズな規制です。カジノを推進して、しっかりとしたコントロールの仕組みをつくることが大切です。
５．次に、カジノやギャンブルに対する非難、反対について述べます。ギャンブル自体が悪という非難以外の反対の理由はおよそ次の５点です。
（１）犯罪が増え、風紀が乱れる。　　（２）ギャンブル依存症が増える。
（３）青少年に悪影響を与える。　　　（４）勤労精神が減退する。
（５）闇組織の資金源となる。
　　以下、（１）から述べます。カジノを原因として犯罪率が上昇したという証明はありません。アメリカでの1996年以来の調査でも、昔のカジノは別として、アメリカの今のカジノについては犯罪が増加したという証明はありません。日本ではパチスロや公営競技に投じた金が犯罪によるものだったという報道がなされますが、ギャンブルがなくても窃盗や横領犯は生まれるのですから正確な証明ではありません。
　　（２）のギャンブル依存症について。ギャンブルをする人の中に問題のあるギャンブラーが居ることは事実です。しかし、英国報告書によれば全プレイヤーのうち1.2％が、オーストラリアでは2.3％、スペインでは1.4％ということです。2000万人のパチンコ客なら1～2％でも20～40万人という計算になります。反対派がいう依存症の人が400万人というのは誇大でしょう。もちろん20万人の人でもアメリカの国家ゲーミング影響調査委員会（ＮＧＩＳＣ）はカジノ側に①病的ギャンブラーの監視と賭けないようにすること、②ＡＴＭ減、クレジット制限、③相談用ホットラインを見やすい場所に掲示することを1996年に提言しています。要は、客への配慮対策の問題でしょう。この点、日本では公営ギャンブルもパチスロもそして政府も全く対応が不十分で問題です。
　　（３）の青少年への悪影響。厳格に未成年者の入場制限をすることです。非行少年がギャンブルをすることがあっても、ギャンブルが青少年を害するというサッカーくじ導入時の反対論者の心配は杞憂だったのではないでしょうか。学生の自販機での馬券購入等という実態に取締りの怠慢はありますが。
　　（４）の勤労精神を減退させる。これは、大審院以来の賭博を違法とする判決にもあります。しかしこれも労働ストレスを解消し、明日の労働力の活力となるという意見との水掛け論です。ギャンブルが勤労精神を減退させるなら国や地方自治体の公営競技、宝くじ、totoを禁ずべきでしょう。宝くじが当たった人を見ると汗して働くことを馬鹿らしく思うのでしょうか･･･。ならば株式から為替取引も禁止すべきなのです。カジノだけを問題にすることは失当です。
　　（５）の闇組織の資金になるというのは現実は逆です。合法化していないヤミ賭博やヤミカジノこそ闇組織に流れています。1999年新宿のカジノバーでは1兆円が掛けられたといいます。仮に良心的（？）なレート5％でも500億円がヤクザに流れていたことになります。むしろ、日本に1000軒はある違法換金店をなくすためにカジノは必要ではないでしょうか。
すなわち、合法カジノを前提とすれば上記（１）～（５）のうちほとんどは心配なく、（２）のギャンブル依存症（但し大人の1～2％）が社会的コストとして対応すべきといえます。カジノが導入されても依存症者増は少ないでしょう。実はアメリカでも依存症者の過半はスロットなどのマシンゲームにハマった人で、日本では既にパチスロでの依存症が多く、体質的にハマる人は既に依存症になっている可能性が高いのです。
６．ギャンブル依存症患者は一面社会の被害者です。政府や社会も、その人や家族へのケアが必要でギャンブル業界全体の責任と考えます。違法なカジノバーなどにハマっている人がいるのですから、もっと陽の当たるところに導いて治療を受けさせる効果を考えてはどうでしょう。カジノを誘致した自治体は経済的に成功しています。経済効果が社会的コスト（マイナスの経済効果）より多いからです。
７．ギャンブル産業の合法化（楽しませる産業）の目標として、①犯罪の追放、②多すぎる利益の駆逐（儲けすぎないようにする）、③フェアなゲーム（イカサマをなくす）があります。
娯楽は健全であるべきで、犯罪その他の後ろめたさがあると楽しめません。この点、今の日本のパチスロが風営法や税法の違反、公営賭博でも脱税を許すシステムになっているということは問題であり、是正すべきでしょう。多すぎる利益、儲けすぎの駆逐は、ギャンブル客の満足度や誘因との関係で難しい点があるようです。イカサマをなくすのは今の合法カジノでは守られていると思いますが、違法賭博にはイカサマがあります。パチスロでは業者は釘調整をしており、イカサマとはいえないとしてもグレーなものです。（もっとも換金できるパチスロそのものが違法、少なくとも灰色産業ですが）
８．率直に言って、日本の公営競技の25％控除は独占レートで高すぎますし、宝くじ、totoの50％以上も「儲けすぎ」です。宝くじは社会的弱者である貧者から5000億円以上の「税金」を搾り取ったとでもいえるでしょう。
　　日本のギャンブルがフェアでない状況ですから、より反対する声や心配する声が出てくるのです。
９．ギャンブルは禁止するのでなく、コントロールすべきだと思います。「大人の社会」を前提に自己責任の世界として考え、英国の2001年報告書にあるように「選択の自由と自由化によるひずみ」との折り合いをどうするかです。「社会全体でひずみが出ないように気をつける社会（パターナリズム）」と「自由選択を増大させる社会」です。同報告書では規制緩和の一方で子供と問題のあるギャンブラーのコントロール強化を提言しています。
　　ギャンブルを利権化していることこそ問題です。日本の公営競技は政治力学で生まれた独占世界です。価格競争もなく、むしろ天下り役人やヤクザのノミ行為を生んでいます。宝くじ、totoも含め、現在のギャンブル業界がギャンブル依存症の実態調査をしない点は恥じるべきでしょう。
１０．カジノについて自治体が失業対策や景気上昇の目的で誘致することは誤っています。カジノ自体が市民・自治体にとって良いことという考えに立って検討すべきです。
　　カジノが一般市民にとって金のかからない娯楽場になるかというとそうとは言えません。現在の推進企業は、市民の射倖心を煽って賭けの胴になることで利権を得ようと考えているだけに思えます。大人の社交場というには無理もあり、集まる賭け客は互いが「敵」になります。カジノ産業により職が一定得られるでしょうが、その職はギャンブラーの手伝い・サービスで、誇りある仕事はほとんどありません。パチスロ店が増えればそこで働く人が増えるというのと同じで、今社会に求められている介護や生活弱者、子供の養育といった誇りの持てる仕事でもありません。こんなことを言うと、お前は鍛冶野進ではなく、「梶野やめる」が本名かと言われそうですネ。
ＢＩＧの当選確率
　サッカーくじのＢＩＧは、購入者が試合結果を予想して投票することはできない。コンピューターがランダムに14試合の勝ち、負け、引き分けを1，2，3の番号にして振り当ててくじとする。宝くじと変わらないものである。
　1等は3の14乗で4,782,969分の1の確率、2等は3の13乗で1,594,323分の1、3等は3の12乗で531,441分の1、4等は3の11乗で177,147分の1、5等は3の10乗で59,049分の1、6等は3の9乗で19,683分の1となる。
　ＢＩＧの発券機会を増やすために、Ｊリーグの他にもドイツやイングランドの海外リーグのサッカーも対象としているので、サッカーファンといえどもその当選結果の発表で知るしかない。
　なお、totoは13試合を購入者が選び、各試合のホームチームの90分勝ちが1、90分負けが2、その他（引き分け、延長）を0として予想させる。1等は全試合的中で確率的には3の13乗、2等は3の12乗、3等は3の11乗となる。
　1口100円の当せん金は、1等が1人という場合（もちろん最低の売上を前提）は2億円となるが、1等に70％、2等3等に各15％というように全当せん金を配分するので、1等でも最高額に遠く及ばないことも少なくない。
　その他、totoにはミニトト、トトゴール3、トトゴール2、1口100円投票がある。トトゴール3は指定Ｊリーグ3試合の90分でのゴール数を予想するもの。各チームの90分間の得点が0点は0、1点は1、2点は2、3点以上は3と予想させる。トトゴール2は2試合で同様である。コンビニ等のタッチパネル端末で購入や当せん照会ができ、払い戻しは10万円以上なら信用金庫、1万～1.5万円以下はその店で払い戻し可能のところもある。運転免許証など確認手続が必要となる。
　なお、ＴＴポイント払いでtoto、ＢＩＧを買えるようにしているところもあり、借金払いでくじが買えるという道を開いている。ギャンブル依存症へのルートである。
　第678回のＢＩＧ（2.15～3.1）の広告では、驚きで口を開いた表情の俳優が「10億円、前回は9人。今回は？」と宣伝している。その10億円はキャリーオーバー発生時であって、売上金額と当選口数により変わるから、10億円というのは半ば不当表示となる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
カジノ反対の歌・唄シリーズ⑤　　カジノ宿から
（元歌：阿久悠作詞・都はるみ唄「北の宿から」1976年）
　１．　あなた　賭け事　してますか　　　　日毎　赤字が　つのります
　　　　来てはもらえぬ　競技場　　　　　　赤字こらえて待ってます
　　　　依存心の　未練でしょう　　　　　　あなた　待ってる　賭けの宿
　２．　あなた　カジノは　どうですか　　　お金　たくさん賭けれます
　　　　来てはほしいと　サービスを　　　　コンプ加えて　待ってます
　　　　女の人でも　気易いと　　　　　　　あなた　待ってる　カジノ宿
　３．　あなた　カジノで　なにします　　　まずは　スロット　すぐバカラ
　　　　来てはもらえぬ　よい出目に　　　　負けを　重ねて　待ってます
　　　　いつか　当たると　未練でしょう　　よい出目　待ってる　依存症
コラム　　　　　　　　　　　　　馬好き考
　ギャンブルとしての競馬を批判すると、私は「馬好き」と称したり「馬主」として反論されることがある。競馬は今やサラブレッド系かアラブ系で、日本には北海道の道産子、木曽馬、トカラ馬など在来種があるが伝統馬の愛好者は少ない。馬には用途から当て馬（牡馬の発情を促したりする牝馬）、役馬、競走馬、軍馬、耕馬、乗馬、神馬、種馬、駄馬、伝馬、荷馬、馬車馬、輓馬などがある。今は競馬と乗馬、ポニーなど愛玩用もあるが、繁殖用、馬肉用など人の利用価値だけで「処分」される。
　競馬はギャンブル用となり、年をとると種馬になれれば良い方で、多くは殺される。競走用の馬は出生から選別差別が大きい。競走馬は３歳馬レースがあり、２歳でトレーニング、調教され、３歳でほぼ運命が決まる。結局ほとんどの馬は勝てない馬として競馬界から追い出される。このような現実を知ると、競馬の馬愛好者は金しか考えていない者が圧倒しているように思える。もちろん競技馬の馬主には馬そのものが好きで大切にする人がいる。単にレースで勝つか負けるかの賭け対象としてしか考えないギャンブラーより真の馬好きともいえる。
　ただ、ギャンブル用の馬主となると本当にどこまで馬好きなのかと思ってしまう。犬好き、猫好きなど愛玩用として買う人と馬好きの区別は絶対的なものでない。ただ、自動車がかつて○○馬力と評されたように馬は力の単位であった。人や物を運ぶ手段としての重要性は他の動物と比べものにならない。農耕中心の牛は動力としての有用性もあったが、今日では酪農と食肉用である。食用としての動物は豚、鶏、魚など数多い。馬肉をサクラというのは色から。家畜としての馬より「馬が合う」と気を交わす人が「馬好き」といえる。「馬の耳に念仏」と人の意見を聞き流すこと、馬鹿、馬齢、馬面、馬の骨、馬太郎など馬にとっては不快な言葉もあるが、馬好きにとっては馬より可愛いものはないという。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
カジノ反対の歌・唄シリーズ⑥　　ラブ・イズ・オーバー（欧陽菲菲）
♪Money is over（oh・カジノ　悲々）
　　Money is over　悲しいけれど　終わりにしよう　きりがないから
　　Money is over　ワケなどないよ　ただひとつだけ　カケに負けたため
　Money is over　若いあやまちに　笑って言える　時でないだろ
　　Money is over　泣くしかないだろう　負けた事は　早く忘れて
　私はカジノを忘れはしない　　誰に責められても　　忘れはしない
　きっと最後の賭けだと　思うから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和５８年）
ギャンブルの歌・唄　　　　　　　　阿波踊り
　　　「エライヤッチャ　エライヤッチャ･･･」阿波踊りに賭博とかけて何と解く。
　踊る阿呆に賭けなきゃソンソンといいます。いえ、阿波に始まり、泡に消えます。
替え歌にしますと･･･
　　　　　　　賭ける阿呆に見る阿呆　　同じ阿呆なら賭けなきゃ損々
　　　　　　　破産様まで　行かんか来い々
　　　　　　　阿呆の殿様　政治屋達が　日本に設けし　賭博場
　　　　　　　アー　エライヤッチャ　エライヤッチャ　ヨイヨイヨイヨイ
小説　　　　　　２０歳の再出発
何田　尚気　　　　
　オレがパチンコを始めたのは１５歳、高１の時だった。近所にいた兄貴頭の橋中徹が就いてこいと言うので行ったところがミリオンというパチンコ屋だった。高校の授業をサボっていたオレは、ゲームで遊ぶよりパチンコ屋の方が面白かった。徹兄貴も高３で中退したばかり。１８歳にはなっていなかったが、店は顔なじみの徹兄貴には何も言わず千円分の玉を売った。実は玉は売るのではなく貸すという建前なのだということを知ったのは１年も通ってからだ。
　兄貴から玉を一握り渡されて玉台に入れて打った。これが最初の体験だった。ほとんどの玉は当たり穴に入らず、あきらめかけたときに一発が当たった。すごい光や音がして、オレの頭の中も光と電気が走った。一度当たりが出ると当たりが続き、たちまち受け皿がいっぱいになった。隣の徹兄貴はニヤリとオレを見ただけで自分のパチンコに熱中していた。
　こうしたパチンコを２時間も続けるとオレは大勝ちになっていた。その快感は今も憶えている。ラッキーというだけでなく、オレの腕前が直接金になって誉められた気がした。
　徹兄貴は２０分で負け、さらに買い足したが全て負けていた。オレは二握りの玉を返したが、それも負けて「焼け石に水」だった。終いには兄貴はやる気をなくし、オレの台を見るだけだった。
　オレは何回も大当たりした。勝った玉は兄貴の言うまま換金商品にして店横の交換所でお金に換えてもらった。交換所の中には母親ぐらいの中年がいて、ほとんど黙って２万２千円を渡してくれた。
　徹兄貴が「お前は才がある」と言ってくれた。その金は、マクドナルドで２人分の食事をし、残りは１万円ずつ分けた。それでも高１のオレにとっては１ヶ月の小遣い以上の金だった。
　１人ではさすがに行けなかったので、オレは兄貴から声がかかるのを心待ちにするようになった。２回目は１ヶ月後だった。オレは３千円分あっという間に負けてしまった。一時は前の半分ぐらいまで勝っていたが、つい欲を出して続けたのが裏目に出た。パチンコ屋に行くとほとんどは兄貴の隣に座ったが、時には自分で台選びもしていた。いつも私服で大人びていたオレは１８才以上と見なされていたので、それからは月に３～４回は行くようになった。そしてオレも高校をやめた。
コンビニ、ラーメン店、食堂などでバイトした。働くようになるとよりパチンコは日常化した。折り込み広告で新店・改装店を知ると早くから並んで１日やり続けた。１回で５千円～１万円は負けたが、５回に１回は２～３万円を稼ぐようになった。スロットマシーンもしたが、勝ち負けの金額はその倍にもなった。勝った金で宝くじやサッカーくじのBIGも買ったが「酔い」は少なかった。
オレは競馬や競輪にも興味がわき、競技場に５回も通ってみたが大きく損をした。ところが、初めてボートピアで競艇に賭けてみたところ、万台の大穴が当たってこれにはやみつきになった。競艇は住之江に行くこともあるが、大阪の東梅田のボートピアなら全国の競艇レースを適当に賭けることができるから便利が良かった。
多い日には１日で１０万円以上も賭けるようになった。パチンコやスロットよりも賭けるお金の単位が大きいのでオレはついつい借金してでも賭けるようになった。借金は複数のカードローンやサラ金からで、利息も加わり借金は増えた。しかし、賭けに勝てば一発で返せるし、事実、連勝で万券を当てたこともある。その爽快感で身も心もしびれる。これがギャンブルの醍醐味だ。当てたら返せるからと、次第に借金は増えていった。
だが、高利の借金を返せるほど予想を当て続けることは難しい。気がついたときには、借金は３００万円を超えていた。嘘をついて友人からも貸してもらった。カードやサラ金申込みもそうだが、嘘には嘘を重ねるしかない。そうして得た金も賭けで使い切り、いくつもの高利の借金と返済を繰り返した。
借金返済のために車を買ったことにし、それをすぐ売り飛ばすこともした。保証人の氏名・捺印も偽造して借金返済に充てた。こうして借金はあっという間に５００万円を超えた。
ついには嘘もこれ以上通らないようになった。オレは母親に泣きついた。明日５００万円を返済しないと警察に逮捕されるというと母親は大変驚き、怒り、悲しみ、そして泣いた。そして母は自分の預金を出して穴埋めしてくれた。オレは涙を流し、二度とギャンブルも借金もしないと誓った。
ただ、オレはこの借金の半分は人の保証人になったからだと嘘をついていた。パチンコで損をしていたことは正直に伝えたが、競艇で大負けしたことまでは言わなかった。
こうして母親を泣かせたが、オレのギャンブルの後始末は一応ケリが付いた・・・筈だった。
それでは終わらなかった。万券を当てたときの快感の記憶が消えなかったのだ。競艇での失敗はあくまでオレの予想ミス、未熟だったのだと考えた。そのため母親に隠れて競艇場に通った。母親がカードローンも返済してくれたおかげでローン会社は取引をストップしなかったのだ。町のサラ金からなら借金はもっと簡単だった。
その競艇場でヤクを売る男と知り合った。覚せい剤を使うと頭が冴えて勝つ舟券がよく読める気がした。事実、本命からハズレた穴に何度かひらめいた。一本１万円のヤクも勝つためなら高くはなかった。覚せい剤を手に入れにくいときは脱法ハーブも使った。これは覚せい剤のようにヤバくないし、ミナミのちょっとした店には置いていた。
そこでとても興味のある賭けの世界を知った。オレみたいな貧乏ギャンブラーには程遠い世界だが、ミナミにはカジノバーがあった。ここでのバカラゲームは公営賭博より配当率がダントツに高い。競馬・競輪・競艇の払い戻しは平均７５％だが、カジノバーなら９５％。断然、客が有利だ。だから日本の金持ちはカジノバーで賭けているというのだ。そんなカジノバーで働きたいと、店のボーイに応募した。その店では新参者はカジノやバカラゲームに関わらせてはもらえないが、下積みをすればディーラーになれるかも知れないと考えたからだ。幸いオレは酒等の物運びに採用された。こうしてカジノバーでの仕事が始まった矢先、店に警察の手入れが入った。オレは共犯者として逮捕され取り調べを受けたが、実際カジノについて何も知らないので簡単なものだった。
バーの経営は表向きはよく知らされていないママだったが、実はその陰にいるオーナーが経営者ということだった。オーナーは驚くことに３０才だという。しかし、どうもそのオーナーも金を借りて商売しているだけらしく、真のオーナーはヤクザで外国の闇カジノのオーナーかも知れないと聞いた。警察でも闇の世界はよく判らないのだろう。オレは不起訴になった。
母親が付けてくれた弁護士さんから、ギャンブルは賭博罪という犯罪なのだと教えられた。公営賭博は許されているし、宝くじやサッカーくじがある。パチンコも換金できる。問題ないと思っていたが見逃されているだけで、本来は賭博といわれてもおかしくないそうだ。
今回、オレは覚せい剤の反応が出なかったから検挙されなかったが、また手を出したら次は必ず実刑になる、脱法ハーブも同じでギャンブル中毒と薬物中毒になれば人生は無茶苦茶になると忠告された。
母親はオレをギャノマンというところに連れて行った。二度とギャンブルや薬物に手を出さないように更正を目指す人のグループだ。そこで聞かされた話で、ギャンブルや薬物がいかに人を地獄の世界に引き入れるかを知った。２０才の今、ラーメン屋で働いている。少しでも人の役に立つ人間になりたいと思う。
正直言うと、パチンコで勝ったり、競艇で大穴を当てたときの快感はまだ憶えている。しかし、母親まで欺したことは本当に申し訳ない思いだ。
ギャンブルＮＥＷＳピックｕｐ
　会報２１号未掲載のニュースと今日までのフォローです。
2014.2.6　　ポリタス「えらぼーと」　カジノ賛成４３％、反対４６％
2.9　　各紙　都知事選、カジノあいまい派の舛添氏当選（16候補中　反対2、賛成2）
2.13　 カジノ合法化反対意見書運動（高知県議会へ）
2.15　 ブログ　カジノ合法化論（小西弁護士）
2.15　 アゴラ「カジノは地方経済を救うか？」（東猴史紘）
2.17   エポック　ベトナム、カジノ投資
2.21　 西日本　宝くじ、天下り先へ委託継続
2.22　 赤旗　　カジノ全国設置反対協議会設立へ
2.24　 木曽ブログ　　日本カジノに１兆円投じるか？
2.24　 カジノ導入に関する質問主意書（糸数慶子議員　186回提出番号26）
2.25　 西部読売　　カジノ法案反対組織へ、深刻ギャンブル依存症
2.28   ＺＡＩＴＥＮ３月号特集　カジノ法成立でパチンコ追放
2.28　 読売　　宮崎県河野知事、ＩＲ前向きに進めたい
2.28   毎日　　カジノ法案論点　谷岡一郎VS滝口直子（関西版3.14）
2.28　 日経Ｂ　　パチンコが突きつける「賭博民営化」の矛盾（木曽崇）
3.2　　赤旗　　カジノは弱者食い物（木村達也クレサラ対協代表幹事）
　　　　同　　 パチンコ業界と甘利経済再生相の深い仲
3.2　　読売　　泉佐野りんくう国際観光振興協議会（会長宮本勝浩・関西大）3.1発足
3.3　　ナショナル・グラフィック　　「ギャンブル好き　特有の脳反応」
3.4　　赤旗　　「大阪にカジノいりまへん」（５段記事）
　　　　集会予定：４月６日（日）午後１時３０分　　天六・住まいの情報センター
3.4　　スポニチ　　中村長崎知事、ハウステンボスにＩＲ誘致
3.7　　秋田経済　　ＩＲ誘致商工会企画セミナー　講師：大商大　藤本
3.7　　はまれぼ　　横浜市のカジノ誘致構想（市担当課長　額田樹子）
3.7　　矢野経済研　　パチンコ業調査2013（2012末対比）／　業者数3,818（－157）、店舗数11,538（－227）、台数460万台（増加傾向）、都市部進出店227
3.7　　アドサークル　　遊技機市場　新台222万台で前年比11％減、
ピーマック社長自ら「毎日パチンコ打つ」ことを課していると
3.11　 朝日　　リレーオピニオン　俳優六角氏、ギャンブル依存借金で崖っぷちの恐怖
3.12　 日刊ゲンダイ　　動き出した巨大カジノ市場の構図④
3.14　 朝日　　カジノ中毒相談５万人　　韓国、経済振興策の裏で
3.17　 赤旗　　「横浜カジノ市長の独走」

ギャンブルオンブズマン


（ギャンブル依存症を生む公認ギャンブルをなくす会）


大阪市中央区北浜1-2-2　北浜プロボノビル


事務局　井上善雄（�HYPERLINK "mailto:inoue@peacelaw.jp"�inoue@peacelaw.jp�）


TEL：06-6202-5050／FAX：06-6202-5052


会ブログ：�HYPERLINK "http://gambl.seesaa.net/"�http://gambl.seesaa.net/�（ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ他掲載）





なくそう！


ギャンブル被害


会報第22号　2014/3/18　　





１／２５　/





ギャンブル依存症を生む


　　　　公認ギャンブルをなくす会


大阪市中央区北浜1-2-2　北浜プロボノビル


事務局　井上善雄（�HYPERLINK "mailto:inoue@peacelaw.jp"�inoue@peacelaw.jp�）


TEL：06-6202-5050／FAX：06-6202-5052


会ブログ：�HYPERLINK "http://gambl.seesaa.net/"�http://gambl.seesaa.net/�（ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ他掲載）





当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会
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